
 

 

  令和４年度  学力向上を図るための全体計画       府中市立府中第一中学校 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 教育基本法 

 学校教育法 

 学習指導要領 

 東京都教育目標 

 府中市教育目標 

 東京都教育ビジョン 

 学校の教育目標 

 人権尊重の精神を基盤としたよりよい社会の実現に向けて、自他の生命を尊重し、主体的な

判断の下に誠実に行動し、思いやりと感謝の心をもって他者と関わり、正義と公正を重んじ、

誰に対しても公平に接し、真理を探究する生徒を育成する。 

「 創る・伝える・結ぶ 」 

 

 生徒・地域の実態 

 本校の伝統 

 保護者や地域の願い 

 期待される生徒像 

 
  

 
 

 

 
 
 

 
 
 

 

     
   

              目指す生徒像 

（１）人間としての生き方を考え、主体的な判断の下に行動 

する生徒 

（２）自立した人間として他者と共によりよく生きる生徒 

  
   

                        目指す学校像 

（１）生徒も教職員も生命の尊さを深く理解し、安全で安心して生活できる学校 

（２）生徒も教職員も学ぶ喜びを享受できる学校 

（３）生徒も教職員も将来の夢や目標の実現に向けて生き生きと活動できる学校 
（４）伝統と創造を重んじ、生徒・保護者・地域・教職員が共に支え合う学校 

        

 学校経営方針 

生徒が未来の創り手となるために必要な資質・能力を「 創る・伝える・結ぶ 」力と捉え、

全ての教育活動を通して育成する。 

 

  

   【各教科の指導の重点】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    「確かな学力」 

 基礎的・基本的な内容のみならず、自ら学
び、主体的に判断し、行動し、よりよく問題
を解決しようとする資質や能力 
 
     
《生徒》   
・学び方を身に付ける 

  ・学習習慣を確立する 
  ・自己理解を深める 
 
《教師》 
  ・今後求められる資質・能力の理解 
  ・ＩＣＴの活用と個に応じた指導 
  ・生徒アンケート結果に基づく授業改善 
                   
《テスト結果の分析》 
 ・基礎的、基本的な知識・技能の定着 
 ・思考力・判断力・表現力の向上 
  ・基本的生活、学習習慣の定着 
 
「体力向上」（スポーツ教育推進） 
  ・保健分野の授業充実 
  ・柔道、ダンスの実施 
  ・体力テストの活用 
 
「オリンピック・パラリンピック教育」 
 ・学習を通して日本のよさを認識し、自 
  国を誇れる生徒を育成する。 
 ・日本の文化の発展と継続性のある社会 
  の形成に貢献する生徒を育成する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【道徳教育の指導の重点】 

・学習のねらい・流れ・振り返りの実施 

・指導内容と方法の工夫 
  ＩＣＴの活用 

  授業改善プランの作成と実践 

  研究授業の実施（全教員１回） 

  習得・活用・探究学習の工夫 

  言語活動の充実  

  問題解決型の授業の工夫 

・個に応じた指導の充実 

・よりよく生きることについて、共に考え、共

に語り合う活動の充実 

・東京都いじめ防止対策の推進 

・道徳授業地区公開講座の工夫（意見交換会）

と保護者・地域への啓発 

・道徳科の授業の充実とロ－テ－ション授業の

実践 

    

  【総合的な学習の指導の重点】    【特別活動の指導の重点】 

・体験活動に代わる授業の工夫 

・探究的な学習の工夫 

・表現活動の工夫 

 

・よりよい学校生活の向上に向けて、課題発見
、話し合い、合意形成、役割分担、協力実践の
資質・能力を育てる。 

・ガイダンスの重視 

・生徒会活動の充実 

・朝読書の推進 

・「学芸発表会」「合唱祭」の工夫と充実                    

    

    【進路指導の重点】     【生活指導の重点】 

・進路選択能力の育成 

・生涯学習社会への対応 

・キャリア教育との関連 

・自己実現の喜びを知る 

・基本的生活習慣の確立 

・あいさつ運動の重視→PTAとの連携 

・情報モラル教育の充実 

・人権教育の推進 

・教育相談活動の充実 

 

 

☆本校の授業改善に向けた視点☆ 

 
【指導内容・方法の工夫】  ・ＩＣＴ機器の活用と指導の工夫  ・補充指導の充実（朝学習、放課後学習、定期考査前質問教室） 
               ・個に応じた指導（少人数指導やTTなど）の充実  
                          ・生徒、保護者による授業評価・学校評価の実施          
 
【教育課程の工夫】        ・確かな学力の定着   ・評価の妥当性の向上    ・学校評価の充実 
                       

【校内研究・研修の工夫】 ・ＩＣＴの活用と新学習指導要領に基づく研究授業の実践（全教員） 

             ・主体的、対話的で深い学びの充実に向けた研修を通して、生徒の考える力を育むとともに、自分の考えに自信をもって 
相手に伝えることのできる力を育成する。 

             ・道徳科の指導の充実に向けた授業力の向上と指導と評価の工夫 
                                
【評価の工夫】          ・評価資料、評価サイクル等の見直し・充実 
             ・定期考査、単元ごとのテスト、小テスト、レポート、提出物等を活用した評価の実施 
               ・生徒による自己評価、日々の学習活動での観察と丁寧な指導の実施によるわかりやすい評価の実施 
                ・評価内容・方法のガイダンスの充実 
 
【家庭や地域社会との連携の工夫】・学校だより、ＨＰの充実など広報活動の重視 
                ・家庭学習の定着や基本的な生活習慣の獲得にむけての協力依頼 
                 ・学校評価、コミュニティ協議会の開催（年３回）を通した学校運営の改善と充実  
                ・地域社会の人材を活用した生徒の学習意欲を高める工夫（府中市ふるさと文化財課、府中の森芸術劇場等） 
                  

 


